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第 2 編　 麹ヂア ス ターゼに對す る外的條件

有

　既往 の麩 ヂ ア ス タ ー ゼに關す る研究 を見 る に 、それ を單一・な酵素とし て 取扱 つ て ゐる 。 麹デ ア ス

タ ・一ゼ に 對する外的條件 に 就 て は從i來多數の 報告を見る が 、 それ を構成する個 々 の 酵素に 就て 比較

し た例は殆ん ど見當 らない 。 第 1編に詳論せ し如 く、 麹 デ ア 7・ク ー ゼ に は α 一ア ミ ラー
ゼ 及び マ ル

ターぜ の 他 に相當量 の β一ア ミ ラー ゼ が 費在する を以 て
、 從來 の研究 に就 て は 再吟味を要する事柄

が少 くない
。

　木編に 於 て は 第 1編 に 述ぺ た方法に よ り調製せ し マ ル タ ーゼ 及び β一ア 1 ラ ー
ゼ の兩者 を含まぬ α 一

ア ミ ラ ー
ぜ 竝 に α一ア 1 ラ ー

ゼ を含まぬ マ ル ター ゼ に富む β一ア ミ ラ ーゼ の 2 種の 酵素劑 を實驗 に 供

し て
、

α一
， β・ア ミ ラ ーぜ 及 び マ ル ターぜ に 對す る 2， 3 の 外的條件の 影響 を比較 した 。　　　 1

　　　　　　　　第 3 章 　 水 素イ オ ン 農度の 影響

　水素 イ オ ン 濃度は酵素反應に 對 して 影響を及ぼ し 、 酵素 の 作用 を旺盛なら しむ る に は水素 イ オ ン

濃度の
一定度を必 要とす る こ とは 廣 く知 られ た事實 で ある 。 水素 伺

．
ン 濃度 は 又 酵素 の 安定度に 獨

し．て も著大 なる作用を及 ぼ す o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くLICr）

　麹 ヂ ア ス ター
ゼ の 酵素作用 に 對 す る pH 價の 影響に 關し て は 多 數の 研 究が あ る 。　SHERMAN は 始

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1ア）

め て タ カ ヂ ア ス タ・t一
ビ の OP ，　pH は 4．8 な る を報 告 し 、 其後大 島氏は 4．8・− 5．2 （精製麹菌酵素）、

撚 驫 41褶 （米麹の 水抽出酵素液）及 L・
・
　 5．0 （タ カ ヂ 。 。 タ＿

ぜ ）謙 蹴 44 （纏 の 淵 1
　 　 　 　 　 　 　 　 しおい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cal）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
出酵 素液）、杉山氏 は 4．9 （タ カ ヂ ア ス タ ーゼ ），室田 氏は 5．0〜5．4 （麹菌 を液體培養 して 菌絲 よ り

柚撮せ る もの ） なる を報告 し て ゐ る 。 即 ち米麹の 水 柚 出酵素液は pH 　4．1〜4．4 、 他 の デ ァ ス タ ー
ゼ

は pH 　4．8〜5．4 に OP
，
　 pH を有する 。

』

　上 記 の 如 く研究者 に よ む麹菌 ヂ ァ ス タ 」
ぜ の 糖化作用に 對する OP

，
　pH が異る の は 、 供試 ヂ ア

ス タ ーゼ の 種類が夫 々 一定ならざ る事が 大 きな理 由の 一4
つ と考 へ らる 。 殊に 之等の結皋に 於 て 興味

あ る 事栂 よ・米麹の ヂ ァ ス タ ー
ゼ 洲 也の 麹菌 デ ア ス タ ーゼ よ り も小なる OP

，
　pH を 示 す こ と で ・

從來そ の 理 lhに就 て は 明 h・で なか つ た 。

　一一
般に 酵素の OP

，
　pH は 絶對的 な もの で は な く、 種 々 の 條件 に 左 右 され る こ とが 知 られ て ゐ

　 　 　 　 　 　 　 　 ｛9．　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
る 。 喜多 、 北 野氏等は タ カ ヂ ァ ス ター

ゼ の OP ，　 pH は 温度の 高 き程又 酵素濃度 の 稀薄な る程大 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （？，3）
な る を指摘 した 。 最近 CALDWELL は タ カ ヂ ア ス ター

ゼ の 糖化竝 に 糊精化作用に對 す る最逋條件ぽ

40°

、30分 間の 作用 で は pH 　5，e （酷酸調節液） と 0．05m 食鹽の 存在に し て 食鹽が存イliせ ざる時は
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22 〉

⊃P
， pH は 5，3・“5．5 に 移動する と報 じ て ゐ る 。 北 野氏は タ カ ア ミ ラ ーゼ 4） （，P ，　pH け 最初 は 5．0

咐近 な る も作 用時間の持績 に 俘ひ 次 塘iこ 大 とな るを指摘 し て ゐ る 。

　麹 ヂ ァ ス ター
ぜ の OP ，　 pH ・は それ を構成する 酵 素の OP ，　pH の 綜合 され た もヴ）と考 へ られ る

b・ ら梼成酵素の 個 々 に就 て 其等 の 値を決定 し置 くを要す る こ とは論す る迄 もな V ・が 、i？一　rl ラ ー
ゼ

に關 して は 勿論報告 されて ゐ ない 。 　　　　　　　　 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）

　 マ ル タ ーゼ に就て は 、 CoMPToN は 3、O （35．5°

）及び 7．2 （47
”

）、　 LF．IBoNrTz 　 tct　 4．0〜 4．5 なる

を鞭告 して ゐ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 けの

　次 に麹 ヂ ア ス タ
ー

ぜ の 作用 しうる pH 價 の 範園に 就 て は 從來報告 され し もの は少 い 。 大島氏は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3T｝

タ カ ヂ ア ス タ ー ぜ が 作用 し うる pH 價
’
の 範圍は 2，4〜9，0 なるを指摘 し、中村 氏は 2・4〜95 に 於

て も作用 し うる と報告し て ゐ る 。

　酵素作用に 對す る pH 價 の 影響を考 論．る に 際し て は 、 酸叉 は ア ル カ リ に よる 酵素 の 不活性化作

用を考慮 しなけれ ばならない 。 殊に 酵素作用の 存續し うる pH 價 の 極 隈 の 如きは 、 酵素 の 破壊 と密

接なる 關係に あ る もの と考 へ ら る 。 酵素の 安定度は pH 纉の み な らす澀 度及び 共存物質に影響さ れ

る か ら pH 價の みに 就 て 單獨 に考 へ る こ とは 醗來 な い が 、 本章に 於 て は 霊と して pH 價の 及 ぼ す影

響に就て述ぺ る o

　 　 　 （3G）

　大 島氏 は ク カ ヂ ア ス ター
ゼ を異る pH に 1時聞放置し 酵素が不 活性化 する有様 を檢 し 、 15⊃

に 放

置せ し時は 、 pH 　4．14 以下 の 酸性 8．4 以 、Eの ア ル カ リ性に 於 て は 酵素力減少 し 、　 pH 　2．5以 下 及び

pH 　958 以 ヒで は 大部分が 破壞する 。
55°

に放置した る場合に 比較的安定 な る は pH 　6．41 に し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 びの

タ カ ヂ ア ス タ ー
ゼ の OP

，
　 pH で ある 5．2 附近は 遙か に不安定 なる を指摘 した 。 川本 氏ぼタ カ ヂ ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 （17）

ス タ ーゼ に就 て それ の 酸ヌ．は ア ル カ リ障害後 の 復活現象に就 て 報告 し、 OHLssON は タ カヂ ァ ス タ

ー
ゼ の 安定 度に 對す る pH 價 の影響 に 關む て 詳細 なる 實驗を行 つ て ゐ る が 、それ を要約 ずれ ば次 の

如 くで あ る 。

　タ カ ヂ ァ ス タ ー ぜ 溶液を室溜 （18〜20 ° C ）に て 種 々 の pH 價に 放置す
’
るに 、　pH 　O ヌ．は 056 の

如き強酸 園夜或は pH 　 IL69 又 は 12．54 の 如 き強 ア ル カ リ性液 ldO 分位放置ずる も酵素液 を中和

して pH 　6〜7 となし約 1時間放置 すれ ば作用力 の 1郡 を回復 する 。 タ カ ヂ ア ス タ ー
ぜ の 酸叉 は ア

ル カ リ障害後の 回復作用は pH 　6−−7 に て 最 も良好 に し て 、 1−・2 時間で 殆ん ど回復 の 雫 衝に・逹す

る 。 最 も安定なる は pH 　 5．27’− 8．25 で あ る 。

　　　　　　　　　 第 1 館　　酵素作用 に 劉する pH 價 の 影響

　 1． 最適水棄 イオ 冫濃度

　供試酵素液　o：一ア ミ ラ ーゼ は 第 1章第 1節 に 述べ た方法 に ょ り調製 した 。 該酵素液に は マ ル ター

ゼ 及び β
一ア こ ラ ーゼ を含 ま ない

。 igJ．ア 1 ラー ゼ 及 び マ ル タ ー．ゼ は 第 2輩第 2 節第 1法 に よ つ て 調、

製 し再 度酒精に て 精製せ し もの で a 一ア i ラー ゼ を含 ま ない 。
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　賢驗方法

　酵素作用に 對 す る OP
，
　pH は 作用時間に 左 右 され る もの と考 へ ら る 。 何故ならば酵素の 安定度

は pH 價 に 左 右され る か ら作用時間が長期 に 亘 る時 は安定度に 樹 する pH 價 の 影響が嶮加 し束る

か らで あ う。 從 bて酵素反 應に謝する pH 價の 影響 を測定 する に 當 り、 可及的短時間酵素を作用せ

しめて得た る 値は 眞の 活性度に近 い 筈で あ る っ 然 しなが ら實際問題 と して は長時聞作用せ しめる場

合 も必要なる は 論す る迄 もない 。

　上逋 の 理 由か ら 、 作用時間が 30分叉 は 1 時間 の 場合 に よつ て 活性度 を求め 、 酵素力測定 の 實際 を

考慮 して 5 時聞作用せ しめた場合 を も檢 した 。 而 して 作用時聞 の み ならず酵素濃度 も亦考慮すべ き

事柄で あ るか ら作用時間が 30分叉 は 1 時間 に於 ける分解量が OP ，　pH に 於て 40％を超過せ ざる や

う酵素 の適量を作用せ しめた 。 その 理由は 分解量が此の 範圍に ある時は 之等の 酵素 の 反應速度は
一

分子反應に從ふ か ら で ある （第 1章第 2 節第 2章第 2 篩）。

　調節液 ； マ ク ィ ル ヴ ェ
： 氏調節液 （0．lm 絢櫞酸 ＋ 0．2m　Na2HPO4 ）を使用 。

　pH 價 の 測定 ； 鈴木商店發賣標準比色測定器に よる。

糖化作用 の測定 ・ 2 ％基質液 25cc＋ 調節液 10cc＋ 水 10cc ＋ 鱇 液 5cc ＋ h ・レ エ ン ｛46
°

）。

　糖分 の 定量 二 作用液 5cc に 就き 、
ア ミ ラ ーぜ は ScHooRL 法に よ リマ ル タ ーぜは WILLsTATTER

＆　SCHUI）EL 法 に よ り莎lljreo

酵勦 の 計算 1　… 　
−17　・p・互≒・fO・ ・ の ftL・ a −　 7　E ラ ー・ ・ 52．… 麥芽糖 （麟 値・P−　7

E ラ ーぜ ； 55．6mg 葡萄糖 （理論 嬉） マ ル タ ーゼ ：2．63cc　O．lnJ 叉 は 47．37mg 葡萄糖 （實測値）に

よる o

　賢驗成績

　　　　　　　　　　　　　　第 17表 　活性慶と pH との 關係

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （A ）　a一ア ミ ラ ； ゼ

pH 　 ，

攀　　芽　　糖 　　（mg ）

30　 分 　 後 5 時 間 後

5114913500Z34445

，

556

ス

O，206

．4913

，91152916

β3

工6．6616

．6616

．6612

．813

．25

O．108

．1926

．0830

．1433

．7134

．3735

．0335

．2533

．2225

．52

　 　 　 ．　　　 1
　 　 　　 　 　 　 　 比 活 性 度K 　・10 コ

（30 分 後 ）　 　 　 （30 分 後⊃
f091

循

97385151510492

　

14455554

・

358

。

9。

％

。。

。。

°。

刀

∬
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　　　　 （B）　β一ア ミ ラー
ぜ

pH

2，5

β・3 ’

3．84

．24

．55

，05

．66

．07

．0

葡　　萄　　糖　　（rn9 ）

1 時 間 後 5 時 間 後

　 1Z73

　 17．78

　 18．21

　 18．74

　 19．58
夢 19．36

　 15．08

　 11．96

　 4，97

K ・1び

（1時間後）

　 　 　 23．04

　 　 　 3Q．77

　 　 　 3玉．96

　 　 　 32．73

　 　 　 34，4！

　　　　　　　　　1』．
　 　 　 34．32

　 　 　 32．3Q

　 　 　 28．64

　 　 　 17β2

（C ）　 マ ル タ ー ゼ

18827928729831431022917568

比 活 性 度

（1 時間後）

608991951CO99735622

pH
N ／lo

1 時 間 後

10 （cc ）

レ 5 時 聞 後

＿ 1 K ・10与

（1繭 後）

2。53

．23

．54

．14

．35

．16

，07

，0

ユOO

比
活

性　　80
度

0．761

．111

．101

．111

．080

．8Bo

．41Q

，19

第

」．701P32

．022

．021

．95L86L550

．77

圖

24739739239738329512354

比 活 性 度

（1 時間後）

60

40

20

3

！

’

丶

　 　 　 1

　　　1
　　 「

』
　

『

斗ノ

’ 1
，

、
↓
1

1
丶

、

丶

、

、

F
丶

1

2
＋

3 4 5 6 7pH

一一〇 −
1
−一一

〇
一

・　・…　　 x　
・・’・’

α
一Amy 貫ase

β
一Amfelase

Maltase

621009910096743114

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

糖

量

40

30

20

10

第

（徳岡）　翻ヂ ア ス タ 冖セ に 關 す る研 究 　（績）．

4 圏

一
〇
−

　a＝Asn￥lase
−

●
一

　 β
一Am ヲlase

・卩…　 x
…　…　　Ma1血 Se

929

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　　　　 4　　　 ・5　　　　 6　　　　 7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pH

　考　　察

　第 17表及第 3 圜 、第 4 鬪 に 就て考察す る に次の 如 し。

　pH 　2，5 に 於 て は 、
α一ア ミ ラ ーぜ の 作用力は 皆無なる も、β一ア 1 ラ ー

ゼ 及び マ ル ター
ゼは OP

，

pH に 於け る約 60％の 作用 を保持 する事は注 目に 値する。 こ の 事實は供試 α 一ア 1 ラ ー
ゼ製品 に はβ一

ア 1 ラ ー
ゼ が存在しない ことを示 す と同時に 、 犂ア ミ ラーぜ に は澱粉 を直接 lc糖化する 2種 の ア ミ

ラ ー ゼ が實在す る事 を證 す る もの で あ ると考 へ る。 　　　　　　　　　　
’

　活性度 に 對す る OP
，
　pH は 、

　cx一ア ミ ラ ー
ビ ： 5．1〜5，5．β一ア t ラ ー

ゼ ； 4．5・v59 、 マ ル タ ーゼ

3．　．2〜4．1 な る結果を得た 。 而 し
』
〔 α 一ア ミ ラ ーゼ の （）P

， pH は 5時聞後 に は 5・5 に移動 し て ゐる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （L）
’2｝

が 、こ の現象は 既に 北 野氏に よ り指摘 され し事柚で あ つ て 、 著者 も同樣 の 事實 を認め て ゐる （第 1 ．

　 　 　 　 　 　 　 　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （＆5）

章第 2節）Q
マ ル タ ー．

ビ の OP ，　 pH も亦作 用時間にfl≧ひ幾分 ）
’
ル カ リ側 へ 移動するが ，

　1・EIBONITZ

に よ れ ばそれ の OP ，
　 pH は 4．0〜．45 で 、恐 ら く同氏の實驗に 就

・
て 見 る如 く供試 酵素液め 濃度が

著者の 場
’
合 よ り稀簿 な り し た め に稍 々 OP

，
　 pH と し て 大なる館 を得た もの と考 へ る 。

　以 ヒ考察せ しと こ ろ よ りして ， 實際上 は 、 殊に 酵素液が稀薄 なる場合 に は 、
マ ル ター ゼ i4 ．5

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

i？一ア 1 ラー ゼ ： 5．0
，

u．一　7 ミ ラ ーゼ ： 5．5 附近 に て作用 せ しむ る の が 無難 で ある と思 ふ 。 更 に 之等 の

酵素が 混合 ぜ る場合 、 同 一作用條件 に 於け る 之等 の 活性度を比較するが 郊き際は pH 　5．0 に て 作用

せ しむ る の を妥常と考 へ る 。

　各種翻ヂ アス ターゼの OP
， pH 　既往 の 報告 を見 る に 、米麹 ヂ ア ス ター

ゼ の それ は 他 の麹菌 ヂ ア

ス ター
ぜ の それ よ りも小で ある。 そ の 理 由に就 て は從來明か に され て ゐない が 画 第 7章第 4 節に 指
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摘せ し郊 く米麹に は他 の もの に 比 較する と比較的 a 一ア i ラーぜ が少 くβ一ア ミ ラー
ぜ 及 び マ ル タ

ー

ぜ が顯著に 彊力で あ る 。 殊 に 米麹の 水抽 萬酵素液に は fX一ア こ ラ ・一ぜ が著 く小で あ る 。 ．而 して 上 の結

果 の 示 す如 くβ一ア ミ ラーぜ 殊 に マ ル タ ーゼ の OP
，
　pH は α一ア i ラー ゼ の それ よ り遙か に 小 で あ

る 。 之等 の 事實 を綜合する ならば 、 米麹 の ヂア ス タ ー
ぜ の OP ，

　pH が 他 の 麹菌 ヂ ア r ク　T ゼ の そ

れ よ りも小なる こ とが 明確に諒解 され る 。 第 7 章第 4 節 に述ぶ る如 く b タ カ ヂ ア ス タ L ぜ 及び米麹

以外 の 麹ヂ ア ス fi　・一ゼ は 主 と し て α 一ア ミ ラー
ゼ よ りな る故 ，殊に 酵素濃度が 小なる 時は 、 其等の

OP
，　pH は 大體上記 α一ア E ラ ー

ぜ の 値と一致 する筈で あ る
’
が 、既往の 結果 は 明か に これ を證明 し

て ゐ る 。 然 し な が ら タ カ ヂ ア ス タ ー ゼ に於 て も酵素濃度が大に して 作用時間声長期に 耳る時 は マ ル

タ ーぜ の 影響が顯著 と なるか らそ の 侑は 幾分小となるで あ らう。

　 II．　pH 價 の 極限

　 O．1m 枸櫞酸十〇．2m　Na2HPO4 及 O．2m　 Na2HPO4 ＋ 0．2m　NaeCO3 に よ り 作用 液の pH 價 を

既知の 値とな し、40°

に 20時闇作用せ しめ第18表を得た 。 但 し酸性側は 第 3 囲及第 4 圖か ら Int−

erpolatlon に よつ て 求 めた。

　　　　　　　　　　　　　 第 18表　 作用 し得 る pH 價 の 極 隈

pH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　5．3 　 1　 　 33，44 　 　
．
　 　 34．。7 　 　

1 』
　 3 ・．88

　　　　7．0　　　　　　　！　　　　　　　　30．58　　　　　　　　　　　　　　　　　24．03　　　　　　　　　　　　　　　　　27．20
．

　　　　　　　　　　

　　　　7・8 　 　 i　 　 24・75 　 　 1　 　 1Z25 　 　 1　 　 1°・18
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 ，
　　　　

a6
　 　 i　 　

l2・15
　 　 1　 　

1α62
　 　 　 　 　 252

　　　　9．4　　　　　　　
1

　　　　　　　　　LOO 　　　　　　　　
1
　　　　　　　　　6．98　　　　　　　　　　　　　　　　　　L26

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b

　即 ち 3酵素ρ作用 し得 る pH 價 の範圍は ・ 大約 α。ア ミ ラー
ゼ ： 2・5〜95 ・ β一ア ミ ラ ー

ゼ ： ca　1・5

・
・v10 ．O、マ ル ター

ゼ ： ca 　15 − ・95 で あ る。 即ち α一ア ミ ラーゼ は 他 の 2 酵 素に 比較 して 作用 しうる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　

　
　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　’

pH 價0 極限値殊に酸性側 に於 ける そ の 値が小 で あ る。 之れ は次 に 遍ぶ る安定慶 と pH 價 と の 關係

よ り一居明確に 諒解 し得 る 。

一
C・一… 　r−　・C

’
　 　 β

一
ア ・ ・ 一・…

＿L．   ヒ
・ 一 ・

　　攀 芽 糖 （m9 ） 1 葡 萄 糟 （ni・） レ 葡 萄 糖 （m ・）

第 2 節　 安 定度に 對する pH 價の 影響

　1。 最適水素イオ 冫濃度
・

，貿驗方法

　供試酵素液は前節 に同 じ。

　　　　　　 x

　酵 i素液の處理 ： 酵素液 15　cc に マ ク ィ ル ヴ ェ ン 氏調節液 5cc を加 へ て所要 の pH とな し、40°

に 2塒 間放置した後酵素液 5cc に就 て pH 價 を測定 し 、 酵素液 10ccに計算量 の O．lm 枸驗酸叉 は

O　2m　Na2HpQ4 を加 へ て pH 　5．0 とし水 を和 し て 全量 を 15cc となし た後酵素作用 を測定 した Q
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93ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

た。　　　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　罅素作用 の 測定 書 マ ル タ ー
ぜ 及 β一ア i ラーゼ の 作用條件は前節 に 同 じ。 但 しマ ル タ ーぜ は pH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 謬

4・5・β一ア ミ ラーぜ は pH 　5．0 に て 何れ も 1時間作用せ し め た 。

　
a ．ア ミ ラー ゼ 作用力 の 測定 ；pH 　5．0 に 於 て 糊精花作用を測定 した 。 そ の 方法は 次 の 如し。

　α5％ 可碆性澱 梼液 （メ ル ク 製 LINTNER 氏可溶性澱 防）100cc に M ！10 醋酸調節液 20ccを加

ヘ トル エ ン 數滴に て 防腐 し 40°

に 30分聞保 ちた る後適當に稀釋 した酵素液 1卍5ccを加へ て 40°

に

て 作用せ しむ 。 時 々 作用液 10c6 を豫め N ／20 沃度液 0，2ccを盛れ る試驗管中比注下す る。 沃度反

應が微褐色よ り黄色 に變化する と こ ろ を終末點と し それ tc　eeナる時聞を測定し て酵素力を求 め た 。

瀬 蹠 の 淌失 醒 部 の は そ縫 稀釋 して 10〜60 分に て 繍 を求 め％ や うiこなした ・ 作用時

問が 2時聞以 上 に な る も終末點 を示 さ ない もの は 作用液ゐ澱粉量 を減少 し た 。

　沃慶液に よ る 呈色反應は澱躙 液 の 性質と濃度及添加す べ き沃度液 の 濃度に よつ て 著し く異る か

ら、供試 可溶性澱粉 は メ ル ク製を使 用 した 。 沃度液の 濃慶が 余 りに少量で あ ると何時迄 も作用液に

赤色 を呈 する徴粒 を認 め終末點 を決定 し難い
。 ス 呈色反應の變 fkを時間的 に 觀察するな らば大體酵

素力を豫 想し う べ く從 つ て 酵素液の稀釋度及澱粉糊液 量は大體に 決定 し う る 。 こ の方法は 同時に 比

較測定すれ ば可な り精確に糊精化力を求め うる。 殊に 酵素力 の 大 小の 順序は 精確に 決 定 され る 。

　酵素單位　は Icc の 酵素液に よ ゆ 40°

に 30分間に糊精化 し た 0．1％ 澱粉液の cc 數 （ヌ，は mg ）
’
に して 〔D 〕を以 て 表記 し た 。 9 者の選んだ終末點鯲 て は 〔D 〕＝・IOO　rsる 酉糠 液は上記 β一ア t

ラー
ゼ の 作用條 件 の 下に 於 て は30分間に 大約 35・u40mg の麥芽糖を生 成す る 。

　實驗成績竝 に考察　　　　　　　　　　　　　
h

　　　　　　　　　　　　　　 第
119

表　 安定度 と pH との關係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40°

，
20時間處理 ）　　　　　　　　　　　　　

’

Ct”7 ミ ラ 尸セ
」

・明 〔・〕 1上ヒ酵勦

4．25

．16

．16

．56

．97

．38

．2

j

　 じ
・

　 量＞

5616722224067

　 1＞

、
1＞

237093ioo28

PH

2227160234556678

β一ア ミ ラ尸セ
・

葡 萄 糖 L譬里 」些毬塹
5．3120

。2923

．7124

．0024

．4223

．4622

．2且

18．05

73329402

姻

419 ，

397367284

99680598ユ

7990986

マ 　ル 　 タ　 ・一　 セr

N
娼引 ・ ・酬 腓 勲

O．160

，590

．700

．720

．740

．720

．62036

44184224232239232195

！06

18779498100988244

　第19表及第 5圜に就い て 見る に x α 一ア ミ ラーゼ は pH に 對し て 極 め て 鏡敏で pH 　7．3 に於 て 稍

々 安定 ・β一ア 1 ラ ーぜ 及び マ ル タ ーゼ は 共 に抵抗性張大 で pH の 廣範圍に亙 り安定 な る も大約 pH
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t5 圖

風

γ

、

、

．
、

、

1

、． 引 L．

←

胎

’尸

t、 コ 「
」 コ

一 〇 一

一
●
一

ト・・…　　×　
・鱒・齟凾

α
一Amj ’1ase

β
一AmyIase

Ma 夏tase

　　 　　 　　 　 3 　 4
』

5 　 6 　 7 ． 　8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pH

6．0 附近が最 も安定で あ る 。 然 しなが ら第 5章に述おる 如 く ft−　7 ミ ラ ーゼ は 不純の 默態或は保護物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

の 存 在する時は pH 　7．0・−7、5 を中心點 と
・
し て著 く安定 とな る。 要之 する に β一ア t ラ ー

ゼ 及 び マ ル

タ ーぜ ほ pH 　6．0 を α 一ア ミ ラーゼ は pH 　7．3 を安定度 に對す る 最遖水素 イ オ ン 濃度 として ゐ る 。

　H ． pH 價の 極限

　 1の 如 くに 酵素液に調節液を加 へ て 所要 の pH とな し 40°

に 30分間處理後枸櫞 酸叉 は Na2HPO4

に て 中和 し20時間作用 せ し めた 。 但 し ア ル カ リ側 は調節液と して O．2m　Na2CO ．s ＋ e，2m 　Na2HPOg

及 ．0．2m　Na2CO3 ＋ O．2n　NaOH の 2種に よ る 。 酸性側は 0。2m　KCI ＋ 0．2　HCI に よる 。 而 して nH

CI，で處理 せ し場合 は 酵素液 10cc に nHCI 　10cc を加 へ 40°

に 30分間放置後 mNa 鍛 PO410cc

を加 へ 酵素液 7．5cc （5cc．％） を作用せ しめた 。 　 　 ・

第 20表　 安定．度 と pH との關係

（A ）　 ア ル カ リに 對する抵抗性

α
一
ア ミ ラ

e ゼ
1

pH 夢蒲 （・ ・） 1沃 度 反 應 r
11．8　　　　　　　　　 0

11．1　　　　　 痕　 跡

105 　　　　　　　　6．21

・萋寸照 　　　　　　　　　　　33・71

β
一
ア ミ ラ t−一　E一

pH 　
’
　　 广

一
マ 　ル 　タ　冖・モご

噛

亅黼 糖 ．（mg ）　 黼 糖 （mg ）

i

　

紫

紫

色

青　

微

赤

無

12．O

江 510

．4

樹照 i

1．6019

．8る

23．0424

．83

05415

．8529

．5433

．32
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（B、 酸に 對す る抵抗性

pH

β
鴨ア ミ ラーセ

葡萄塘 （mg ）

・…　　 「
　 1．3　　 1

L・　 」
　 　 　 　 　 1

11．OO21

。282Z24

マ ル タ r セ

葡萄糖 （mg ）
pH

3．50

慧：ll「ド

9

照

−

劉

β
一
ア ミ ラーW

葡萄糖 （m9 ）

2L2829

．oア

マ ル　タ　ーゼ

葡萄糖 （m9 ）

13．3334

．94

　第 20表に就 て 、 40° に 30分聞 の 靂理 で は安定度に 對す る P
’
H 價 の 極 限は ア ル カ リ側 ほ rx一ア ミ、ラ

ーぜ ： 11．0、 β一ナ ミ ラー ゼ ： 12．0 、
マ ル タ ー

ぜ ： 12．0で ある 。 酸性側 は 第 2 章第 2節に就て 見る

如 く a一ア ミ ラー
ゼ は 40°

に 30分間 の 處理 で は pH 　2．5 に て 全 く不 活性化す る 。 β一一ア ミ ラ ーぜ 及 び

マ ル ターゼ は共 に酸に墾 して抵抗性彊大で 0．5nHCI （pH 　ca 　O．6）中に 40°

に30分聞處理 する も作

用力 の
一一ZZを殘 す。 β一ア ミ ラ ーゼ は マ ル

’
S 　一

ゼ よ りも酸及 び ア ル カ 男 （ 對 し て 稍 々 抗抵徃大 な る も

此性質 を利用 して 兩者 を分離する こ とは 出來な か つ た 。

　　　　　　　　　　第 4
』

章 淵 度 の 影 饗

　　　酵素反應は 温慶 の 上昇に 作ひ 促進す る が 或極限を過 ぎる と反 對に減少 し途に そ の 作用 を失ふ 。 そ

　　れ は 酵素が熱 に ょつ て不活性化 す る爲 と考へ らる 。 酵素反應の行 はれ る場所が均 一系で な く複雜な

　　多相系で ある ため、
．
化學反應 に 於 て 澀度上 昇の 影響とし て 知 られた VAN ’

T 　HOFF 氏法則ぱ其燼適

　　用され な い 場合が多 く澀度 10度上昇す る毎に 酵素反應 の温度係數bt−一般に非酵素的觸媒 に よる もの

　　よ り小 さ く、 温度系 數は 15 〜2，0 が普通で あ る o

　　 酵素反應 に 樹す る適温は作用條件 に 影響され る か ら絶封的な もの で ない と考 へ らる 。 叉 酵素の 熱
‘’

に 樹する抵抗性即 ち耐熱性は 酵素の種類 に よつ て 異 る の みな らす 同
一一酵素に就 て も溶媒 の 性質例 へ

　 ば共 存 する物質 、 pH 等 に 左 右 され る。
　 　 　 　 　 　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く39）

　　　タ カ ヂ ア ス タ ー
ぜ の適盗に 關 して は ， 大 島氏は それ が 50・− 55°

（精製品）45〜 50°

（純檸品） に あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛40）

　　る と報告 し、杉山氏は 55つ

を與 へ て ゐる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 （36）

　　 麹 ヂ ァ ス タ ーぜ の 縢 性に關 して は 、 大島氏は タ カ ヂ ア ス タ ー
ぜ を中性に て 1時間加熱す る に

　5・
・

よ 贓 壌 し始 め 6・
・

で 大紛 が 不 甜 化す る 観 た． 川盤 は ・ カ ヂ ・ ・ タ ー
薙 75・ 顧 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （UOJ

　 熱す る に 2分間 で 約 κに 6 分間で
1
／5。 に 60分後に は 全 くそ の 作用 を失 ふ を報告 し 、山敷氏は タ カ ヂ

　　ァ ス タ ーゼ に就 て 加熱温度 、 時聞及 び不 活性化酵素量 と の 關係を試驗して ゐ る 。

　　
’
或種 の 酵素ぱ 加熱 に よ b不 活 性化せ し もの が 放冷する こ と に よ つ て 多少作用力 を復活する こ とが

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；42 ）

　 知 られ て ゐる。 三宅 、伊藤 兩 氏は 麹ヂ ア ス タ ー
ゼ を 95°

に加黙後 5 口間放冷 する に作用力 を復活 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43）

　 得 た と報告 し、伊藤氏は更 に 進ん で 麹 ヂ ア ス ク ーゼ の耐熱性竝 に熱障害後の 復 活作用 に 對する膠質

　 物の 影響 に 就 て 詳細 なる實驗 を行 ぴ 次 の 郊 き結論 を得 て ゐ る。 麹ヂ ア ス タ ・一
ゼ を加熱する に當 り膠
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質物 （gc・lati　n ，
　alkali 　albuminate ， 可溶

’
懺嬲 ｝） の 或濃度 に於 て は 之等 は 保護作用 を呈 する もそれ

以 ヒでは寧ろ障害作用を現す。 酵素液 自體 の 膠質度は それ の 障害作用 に重大なる影響 を及 ぼ す もの

で 一
般 に 濃度減少す る 程障害程度 を著 し く減少す る 。 加 熱時聞 の 綏急 も亦 そ の 障害作用に 影響し急

速 なる程障害程度大 とな る 。 膠質物保有砕素液の 加熱放 冷後 の 復活現象は 陰性叉 は 一層酵素力の減

退 する もの あ り、 共存物質は 酵素が
一
度不作用態 とな りし もの s作用的形態 に覺醒す べ き機 會を典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
へ ず酵素自體 の 吸著を起す もの と認 む 。 酵素の 復活現 象は 加熱當時 の 酵素濃度の 小 なる程 、加熱後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c44）

連 に稀釋 し置 く程復活作用大 なる もの あ りと。 OHLssON は タ カ デ ァ ス タ ー
ゼ に就 て熱障害後の 復

活現 象 を指摘し て ゐ る 。 即 ち タ カ ヂ ア ス タ ーぜ を 9D°

に 10分間 加熱する と きは 殆ん ど不可逆的不活

性化を齎 すが 9b°

に 3分間 の 加 熱なる とき は 好條 件下 に於 て は熱障害 を受 けた酵素は 室澀 に 放冷 す

る と作用力の 一部を復 活す る 。
90°

に 3 分間加熱する場合 pH 　6．4 附近 で 加熱後 pH 　65 ・− 7．4 （最

適 pH 　7．2） に放冷する と復活最も良好で あ る 。 澱粉糊の 存在 は タ カ デ ア ス タ ー
ぜ の 耐熱性 を増加

すると 。

第 1 節　 酵素作用に 鉗す る 溢度の 影響

　 正．撞　　温

　酵素反應の適温は 反 應液の pH 價に影響 され る と考へ らる 。 殊 に適温附近 は 高温度で あ る か ら酵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

素 の 安定eeie考慮を拂ふ こ とが緊要で あ る 。
21表 に於 て は 各酵素の 聹素作用 、安 定度 （第 3 章）及

び熱障害後 の 復活現象 （第 4章第 3 節）に 對する 最適水素 イ オ ン 濃度 を考慮 し て 遖温 を決定 し た 。

廻し供試酵素液の調製法及 作用條件 は第 3章第 1 節に同 じで 、作用時間は 1 時聞 、作用液 10cc に
，

就 き WILLSTATTER 法 に よ り糖量を測定 した 。

第 21表 　 酵素反 應と溢慶竝 に pH 價

　　（作用液 10cc 中糖量 mg ）

響   一騨 譱65ir 論璽 詞
405055

ω

6570

，

67 ．00

ラ02470

，246L5939

．9814

．95

57．63　　　　　　　　48．90
’

63 ，04 　　　　　　　　　64．47

64．84　　　　　　　　65．92

55．47　　　　　　　　　49．53

1：：：1 ・lll：ll
　 　 　 　

脚
1

45．3054

，3955

．2939

．8017

．56Z65

1　　
マ

　 　PH 　 5．O

41．0653

．6364

．8459

．4339

．6215

，ヨ3

ル 　タ　ド　セ

（葡萄贖）

pH 　6・O

23 ．414034410

．3436

．0227

．02 、

5．92

　第21表に就 て 見 る に ， 3 酵素の 何れ も適温は 500・V55 ⊃

（最適温 度550）を示 し 、 700に 到れ ば作 用

力著 し く減 少し 、 75Qに於 て は殆ん ど作用 しない もの り如 くで あ るげ

　 1 ・温度系數
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’
て絃）　　　　　　　　　　935

　 　 1

　M ／10 醋酸調節液を用 ぴ α一ア ミ ラーぜ は pH 　5氏 β一ア ミ ラーゼ は pH 　5．0 に 於て 1と同檬 に し

て 1 時間作用せ しめた後 作用液 10cc に就て SctioORL氏法 に よ り糖量 を洳定した 。 但 し第 22表 ・

鯲 ・ k ・一 ÷1・・轟 ・ の 働 α一ア ・ ラ ー
ゼ … 5・2・ ・ 麥嬲 ・ β一ア ・ ラー ・ … 1・2・ ・ 軸

糖 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ

　本實驗 に於て特に 考慮 した こ とは 第22表に就 て見 る如 く、 豫め酵素液を適當に稀釋 して 加檢澀度

に於け る反 應速度を接近せ しめ且 つ 分解量が 何れ も4PO／e を超過 せ ざる樣 に な し て 實驗結果の 精確を

期 した （第 3章第 1節參照）。

　　　　　　　　　　　　 第 22表　 酵素反 應に對する盗度の 影響

反 應 温 度 （
° C）

）

AAAA

c

「

｝

一

｛

（
　
α

　

β
　
¢

　

Rr

度

ー

ー

　

量

濃

糖

の

素

成

 

崢

酵

生

　

b

墾1誌
K

｝；：1
）

AA

 

卜

卜

隔

ー

　

歎

の

間

系

咄

度

度

刊

　

　

セ

温

温

磁

t3

　 124

．7514

．58194102

194102

20

　 135

．7524

．96301184

25

％

25．3517

。88200127

・・11　4・・

蓬841254

3り

％

31．4025

．60257189

514378

35

1t327

．2B24

．32217179

651537

40

塚

25。3525

．1220Q185

800740

45 卜・Q

コ

／620

．4り

2ze8156167

9361000

1
／622

．8828

．41178214

10701280

i3〜2。
「

20〜25』5〜 3。
13
。〜 35135〜 CO

「
4。〜 aS！45 〜 5。

1川 一 川 ．5 ｝1．・・ 1　 1．31 ．2

ZI − 1・・ ・… 　 い・8 ・61 ・6

50 〜 55

　 Lo

　 1．2

幽55

1
／523

．703D

．77185234

11101400

60

1
ん

25．9029

．58205224

820896

％

19．582

り．D，

149144

2，B288

7Q

　 11z981Z939589FDgQ48

反
應
速

度

1600140012QOlOOO8006QO

姻

200

第 6 圏

10 20　 　 　 30　 　 　 40　 　 　 50

　 − ○一
α
一Amylasc

　 −一 ●一
β
一AmylaSe

60 70

醸

　第22表に 就て 見る に 、
α一ア ミ ラ ー ぜ の 温度系數は温度と共 に直線的に減少す る が 、 β一ア ミ ラ SV

は 35°

附近迄殆ん ど
…定の 温度系數を示 す。 而 し て a 一ア ミ ラー

ぜ の温度系數は β一ア ミ ラ ー ぜ の ぞ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 儡
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れ よ りも常に 小で あ る と とは注 目に 値する 。 邇 温は 何れ も 55°

で 70°

に 到れば作用力著 し く減退

し も 75，

に 於て は作 用力 を失 ふ もの の 如 くで ある 。

　　　　　　　　 第 2 節　 耐 　 熱 　 性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
i
　　　　　．

tk 方法 縣 液 ・・cc ・ … ル ヴ・ ・ 氏調鰍 2cc を加 一 て
一定の ・H 價とな・ 可徐雌

に て 30分聞加熱した後第 3章第 2 節に倣 つ て 酵素力 を測定 した 。 但 し a 一ア ミ ラ ーぜ は pHZ2 ，
’
β一

ア ミ ラ ー
ゼ 及 び マ ル タ ー u

’
は pH 　6。1 に 鮮素液の pH を調 節した 。 それ は 之等 の 酵素が夫夫其等 の

pH 價 に於て 最 も安 定なる を確め得た か らで ある 。 （第 3 章第 2 節）

　賢驗成績

　　　　　　　　　　　　　　　第 23表 　 耐 　　熱　　性

　　　　　　　　　・　 　 （A 惚
一殴 ラ ーゼ （米蜘

miV． 度 1 〈D ） 比 糠 ，洲
　 IJl

加 熱 澀 度

對 照

5055

615558462

（D ） 比 酵 素 力

　 　 　 　 　 亘00 　　　　．’　　　　 6 〕　　　　　　　　　　 180
　 　 　 　 　 　 　 　 ［

　　　　　 91 　　 1　　 70　　　　　 1＞

　i　 ・5 　 1　　　　　　　 ．

（B） β．ア t ラーゼ 及 マ ル タ 宀ぜ （米麹）

291

＞

加 熱 澀．

　 蜘
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　 　 9D

　 　 loo

ロ
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一
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100

耐

熱　　80

度

6り

40

20

箪 7 画

、
　 、

、
閹

、唱丶 　　軸．
、

、

、

、

、
　、

1

＿｝

一 〇一一一　α
一Amylase

−
●
一

β
一Amylase ・

・・・…　 X ・・辱…　　　瓦厘a 星亡ase

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　　且CO

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 加熱 温 度

　 考　 　察

　 第23表 （C ） gc就 て 見 る に 、市販の タ ヵ ヂ ァ ス タ し ぜ に於 て は 澱粉糊精化作用 、 糖化作用 、 麥芽

糖分解作用 の 何れ もが 70  こ30分閙抑熱すれ ば 淌朱す為。
こ の 結果は 既往 の報告 と

一致する 。 米麹

よ り分離せ る tt一ア ミ ラー
ゼ は ヒ記 タ カ ヂ ア ス タ ーゼ と同樣 に 60°

に 棚熱す る とそれ の 過孕 を失ひ

70り

で は作 用力 を淌滅す る （第 23表 A ）。 然 る に β一ア t ラ ーぜ 及 び マ ル タ ー
ゼ は 殆ん ど耐熱性 を等

し くし 100°

に 30分間加熱する も明 らか に 酵 素作用 の 一部 を殘 す （第23表 B）。 叉 之等が加熱温度

6D・− 8Q° に於て 殆ん ど
・一定 の 酵 素力を保持する こ と は 興味ある現象で あ る が 、そ の 理 由に 就 て は次

節 に述 ぺ る 。 此性質を利 用し て 米麹 よ 1） rx一ア ミ ラーぜを含 まぬ B−一ア ミ ラ ーゼ 及 び マ ル タ ー ゼ の 混

合酵素液を分離 し得 る （第 2章第 2鱚）。 而 して 前節酵素反應 に對 する温度 の 影響に 就て 見 る に 、

3酵素の 何れ もが 55°

に 適温 を有 し 70つ
に て 作用力著 し く減遏 し 、 75°

で は殆ん ど失ふ が そ の場合

に 於 て は 反應系に ある澱粉叉 は麥芽糖が 一定媼度迄 は保護作用 を呈する か ら （第 5章）之等 ¢）酵素

は幾分安定 の 歌態に あ る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　β一ア ミ ラ ー ゼ 及 び マ ル タ ー
ゼ は驚 くべ き耐熱性を有する を知 り得た が 、 それ は次節 に於 て述べ る

・

や う に 加熱 に よ り一
康不 活性化するが放冷 に よ つ て 再び そ の 一蔀を復活せ しに よる 。 實際前節 に見

る如 く之等の 酵素 も亦 （X一ア ミ ラー
ゼ と全 く同樣 に 75C に 於て は作用 しない

。

　麥芽 の a 一ア こ ラ ーぜ は β一ア ミ ラー
ゼ に 比 較 し て 耐熱性が 彊大で ある 。 此性質を利 用 して oAL −

　 　 （ll）

r・・N は 麥 芽 の 岬 ミ ラ
ヅ 扮 離 し て ゐ る ・ 然 る に 麹 の r／・一ア ・ ラ ー−U

“
　t，ま熱に對 し

．
cee 敏で あ る

が ・β一ア 1 ラー
ゼ 及 び マ ノし タ ー

ゼ は 極 め て 安定で あ る。 從つ て 麥芽 の af一ア ミ ラ ー
ゼ は熱に對 して

抵抗性大 な る も各種 の α 一ア 1 ラー
ゼ に對 し て 普遍的な性質で は な い 。 麹 の tt一ア 1 ラ ー ビ は熱に對

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛・±・J「）
し て 不安 定な る た め 匿 LIN’rNER 及 DOES 肌 法に よ つ て 麹 ア ミ ラ ーゼ の 澱粉液化 力 を測定する こ

とは 出blaなVfi
。
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u

　　　 第 3 節　　熟障害後 の 復活現象

　1． a 一アミラーゼ

　米麹の 鹽類抽出液を酒精 に て 精製し 、 酵素液 10CC に マ ク ィ ル ヴ エ ン 氏調節液 2cc を加 へ て pH

を調“fi　L ，80°

に 15分間加熱後 25〜 27°

に 於 て 一定時間放冷 した後酵素力を檢 した 。 但 し原酵素液

の 〔D〕唱 333 で あ る 。

　　　　　　　　　第 24表　 a 一ア ミ ラーぜ の 掴熱障害後 の 復活現象 （米麹 ）

＼

；“
．嬲馴 　 ・ ｝ ・ 1 5 1 24

　　　　：呈 ・　 1ζ 、
i？

1

3 1 ，9
　 　　 　 7．3　　　　　　　　　 1＞　　　　　　　　 1＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1＞　　　　1　　　　 1＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　 1

　第24表に就 て 見る に ・pH 　6・5 に て 加熱せ しもの は僅か に 原酵素力の 約 4％ を復活する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
I
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ＠ ）

　備考 二 a 一ア ミ ラ ー
ゼ の 復活現象 に關 し て は Ol ｛r．SSON の 研 究を參照 さ れ た し 。

　II． マ ル ターゼ及び β一ア ミ ラーゼ

　例 1． 米麹 の 水抽禺液を酒精に て精製 し 、 第 2章第 2 節第 2 法 に よ つ て 調製せ る （z．ア ミ ラー ぜ を

含 まぬ酵素液を マ ク ィ ル ヴ ェ ン 氏調節液 で pH 　6．0 となし 90°

に 15分聞加熱後室澀 （27・v29 つ

）に

放 冷して マ ル タ ー
ぜ の 復活作用 を檢 し第25表の 結果 を得た。 但 し作用 時間 は 2 時間 。

　　　　　　　　　　 第 25表　　v ル タ ーぜ の 加熱障害の 復活現 象 （例 1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9〔）°

、 15分間力冂熱）

放　 冷　 時　 間

　 05

．o 分

3 時 間

1　　 目

塁｝ 照

N ／10J （cc ） K ・105

・．13　　 ；
o，230

．550

．60
　 　 　 　 　 　 1
1．08　　　　 1
　 　 　

’
　　　　 i

82541】

3．

899

比　 酵 　 素　 力

　 712454

？
100

　例 2・ 第 2章第 2節第 1法 に よ り調製 した酵素液を30分問加熱後 20・− 25°

に放 冷 して マ ル タ ー
ぜ

及 び β一rt ラ ー・・U
”
の復 活現 象を觀察 t．、第 26表 を得た 。 但 し マ ル タ ー

ゼ の 作用時間は 4 時間 、 β一

ア ミ ラ ーぜ は ・
1 時間に して i

マ ル タ ー ゼ は作用液5ccに就 て 、β一ア ミ ラー ぜ は 10cc に 就て糖量

を測定 した 。

　　　　　　　　　　　　　第 26 表　 加熱障 害後の復 活現象 （例 2 ）

　　　　　　　　　　　　　　　（A ）　 マ ル ．タ ー
ゼ （30分・間加禦9

舗   祠
一

轟　蜘 1画 面、「
一

蕊「
開

蹶
一

　　・ 一 ・・州 　・ 1 ・ 1 − 1 − i 一
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2時間

1　 日
・

5　 貝

對 照

O．5ン

Q．62

α610

．85

4・

981

4・

4・

4・

勿

62696800

（B）　β一ア 1 ラ ー
ゼ

0．480

．520

．530S5

36

如

4171

5156580Q

，放 冷 時 間

弓δ6

N ／1。 J （・ ・） 1K ・105　　　 比 酵素力

　

間

旧

日

照

0　

塒

15

對

O．18L101

．301

．451

．80

11 ・

　　釜

　　ill

1059

沁

7900

1000

・ ／1・ ・ （cc ） 1 ・・1σ 比 酵素力

1．03L201

．151

．EO

1　 −

　 　 63

　 　 74

　 　 71

　 　 114

55

衡

620Q

　例 3． 例 2 と同樣に し て 調製 した る 酵素液 を pH 　6。0 に で30分開加熱後、直 ちに 酵素作用を檢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

し 、2 日聞放冷後 （13〜16° ）の 酵素力と比較 し7dσ 但 し作用時間は 1時間 、 作用液 10cc に號て

SCHOORL 氏法に ょ り糖量 を測定 し た 。 その 結果 は 第27表及 び第 8 鬮 の 如 くで φる 。

第 27表 　 加 熱障害後に於 け る β一ア ミ ラー ゼ の 復活現象 （例 3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　（30分間加熱）

後直

ゆ恥
冨
）礪

度温

 
熱
e

加

封　照

50

　 60

　 70

　 80

　 9010Q

比 酵素力　
「

放 　冷　 2 　 日　 後

34。17

重5．2411

．325

。374

．441

．28

262107783630

　 8

蔑誕勞 1K ・1。・
」

i7730393211

比酵素力

＿　　1　 36．36
　　　 136

．6734

．6836

．0333

β226

．9214

．58

287290271283258

  1102

1QO1019499907036

　 　 弓

　 考　　察

　 之等の 結果 に 就て見 る 如 く マ ル ターゼ 及 び β一ア E ラ ーゼ は共に 加 熱障害後放冷 に よつ て顯著な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 气

る復活作用 を 堪する 。 復 活 の 程度は 酵素液 の 性質に よつ て 一定 しな い こ と を認め得 るが ， そ の 理 由
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （・l3）

． に 就 て は 明か で な い 。 恐 らく伊藤氏 の 指摘せ L 如 く酵素1夜の 膠質度が 重大な る影響 を及ぼ す もa？と

考 へ ら る 。 　實際第 28表に 就 て 見 る如 く糊精を酵素液に 添加 し置 くと復活作柎は 明 らか に阻害 され

る 。 第28表に 於て 、 酵素液に 各物質 を加 へ pH 　6．0 に て 90つ

に 15分間加 熱後室温 に 1畫夜放置し、

β一ア ミ ラ ー ゼ は 1 時間 、
マ ル タ ー

ゼ は 2時間作月」せ し め て酵素作用 を檢 した o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
　　　　　　　　　　　　 1
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耐　　
100

熟

度　　80

60

40

20

第 8 圖

盤 　　50　　　　　60　　　　　70　　　　80　　　　　90　　　　100

第 28表 β一ア ミ ラー
ゼ 及び マ ル s 一ぜ り 復活に對する保護物質の 影響

加　檢　物　質 　名

濃 　　　　度　　（％）　　　　l

β
一
ア ミ ラーゼ

’
（N／畳OJcc ）

マ ル タ ー
ゼ （N1 ユOJc の

無 添 加 葡 萄 糟　　　麥 芽 糖 糊 精 1 。 プ ， y

　　　　 −⊥一．一．

一　　 ・　　 ・　 1 ・

謖　　1：：：　　1．：l　　l：釜
1Z350

．60

　又第26表に 就 て見 る如 く2 時間 の 放冷 に よつ て 殆 ど復活 し得 べ き酵素力 の 大部分を復 活す る結果

か ら想像 するな らば、作用 時間中に 於 て 酵素が そ れ の 復活 を阻害さ れ な い な らば加 熟直後 に 於ける

酵素力 は以 上 の 結果 の 示 す値よ ちも六なる 筈で あ る 。 從つ て 作用液の 趺態は酵素に 不利 な條件に あ

る こ とを想像 し得 べ く 、 澱粉及び そ の 分解物は pH 價 と共 に そ の 主 な る もの と考 へ ら る 。

　第 8 圖 よ り推論 し得 る こ と は 、 もし も酵素の 復活作用 を絶謝に 阻 lkし得 るならば β一ア ミ ラーぜ

も a4 ア ミ ラ 7 ゼ と同樣 な る耐熱性曲線 を示 すで あ らう。

　三 宅 、伊藤兩氏 は麹ヂ ア ス タ ーぜ の驚 くべ き耐熱性及び熱障害後の 復活現象 を指摘 して ゐ る が 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （・お ）

氏等 の 實驗を見 る に 、供試酵素液は米麹 の 水柚 ｝鷺液ヌ．は LINTNER 法に よつ て 米麹 よ の調製した ヂ

ア ス タ ーぜ で あ る o 即 ち米麹 の ヂ ア ス タ ーゼ を20％酒精液に て 抽出 した る後・酒精に で沈澱 し て調

製 し て ゐ る か ら、著者の 研究 よ り氏等 の 供試酵素液は tX一ア ミ ラー ぜ の 少ぴ マ ル ター ぜ と β一ア ミ ラ

ー
ゼ の 混合酵i素よ b な り し もの で あ る （第2 章第 1 節）。

　要 之する に 米麹或は 一般に麹菌 の t：”ア i ラ ー、ぜ は 耐 湘 生小に し て 熱的再生現象 も 亦顯著に あら

ざ る も、 米麹 の β一ア 1 ラ ー
ゼ 及び マ ル ター

ぜ は 驚 くべ き熱障害後 の 復活作 用を有す ；5 。
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第 5 章 保 護 物 質

酉糠 の 安 艘 は 溶媒 の 噸 ｝・ 左右 され・綱 殳に純柵 る もの 棚 く安 定で あ疑 云 はれ て ゐ る 。 蛋

畷 ・ 蛋白蠏 物 域 種 曝 騰 魏 辷他
一一
般酢 膨 瓜 生 成物質の 存在 破 鍍 縞 め うる こ と

が知 られ て ゐ る 。

　 　 　 （43ラ

　伊藤氏は麹ヂ ア ス ター ゼ を加熱するに 當り 、 ゲ ラ チ ン
、 ア ル プ 1 ン

、 可溶性澱粉の或濃度に 於 て

は ・ 之等 は保護 性を現 は し ・ それ以上に 於 て は阻害作用 を現 ほす こ とを捌 商した 。
OHLsso鮮

）

は タ

カ ヂ ア ス タ ーゼ ビ樹 して 可 溶性澱粉が 保護作用を有する と報告 して ゐ る 。

　 　 　 （47）

　中村 氏 は タ ヵ ヂ ア ス タ ーぜ に 對 して 蛋臼質、蛋 白分解物が 保護作用 を呈 する こ と、特に興 味あ る

報告 は Ca 鹽が 各種の ア E ラー
ゼ に 對 して 顯著なる保護作用 を有 する こと を指摘 した 。

樟 に於 て は一朧 の報散 基 い て 麹 ヂ ・ ス タ ー
壁 黻 する 願 の 」

’
　 1 ラ ーゼ灘 ・ ル ダ ぜ に

對 する 保護物質に 關 し て 實驗 を行 つ た 。 　　 9

　　　　　　　　　第 1 節　　Ca 鹽 の 特殊保護作用

　 1． a 一ア ミラーゼに對す る作用
’
．

　（1 ） Ca ＋ ＋
の 特殊保護作用を確 めん と して 、 1％ ti

’

ヵ ヂ ア ス タ ー
ゼ 5cc に醋酸調節液 5  及

び各種 の M ／l°騨 液 1cc 翻 一
・H　5・・ に て 4・つ

に 2・時徽 置後殘儲 孝勳 搬 す る に 、 第

29表に 見 る如 く Ca ＋＋
の み か 顯著なる 保護作用 を呈 する を確 め得た。 但 し酵素力の 測定方法 は第

3 章第 2節 に徹つ た o

第 29表　 Ca ＋ ＋
の 特異性

臨

「

沃

反

・ ・ 繭 INH・Cl 「
−

N評

農

　 　K α 　　　　　MgS 　04
亅

CnCl1CaHPO4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k 　　
t− 　ア　

　　
ttttt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．r　　　　

　　　　　　　　・・後 　 青 1 青 　 青

．
・

… 　 　
．

赤 。

　　　　　　　
20 分 後 青 i 青 青 青 無 無

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L　　　　　　　　　　 I

　（2 ）　Ca ＋ ＋
の 保護作堋 とそれ の 濃慶 との 關係を確 めん と し て 、 1 ％ タ カ ヂ ア ス タ ＿ゼ 5cc に

調篩液 5cc を加 へ て pH 　5・0 と し M ／lO　CaCI2 の
一定暈 を加へ 水 を和 して 全量 を 15cc とな し、

40°

　 tこ2畤 瞰 置後酵勦 襁 する 1・ ・ 第 30表靦 る an〈 C ・Cl・ の 接觸濃度は M ／150　（c て励

る 。 以下の實驗に 於 て は CaC12 の 濃度を M ／100〜M ／150 とな し た 。

第 30表　 Ca ＋ ＋
の 濃度

CaC12 （Mol ） 。　 1 。．。。13
　 　 　 ［

0、0027 O．OOSS　】　O．0107
　 　 　 　 F

。面
…’「

・ 度 ・ 應

．

陸 　赤 酬 ・ 副 ・
x

・

．

・

（3） 各種 の tl… ア ミ ラ ー
ぜ に 對 して も同様の 作用を有す る や 否や を確 めん と して

、 酵素液 10cc
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cr ク ィ ル ヅ ェ ン 氏調節液 5cc をヵnへ M ／10　CaCls　 lcc ヌ，は 水 1cc を添加後 40°

に 20時跼放遣

し 、 酵索液を枸 櫞酸叉 は Na2HPO4 に て pH 　5・5 に 調節 したる後 、 共等に 就て 酵素作用を 檢 する

に 第3】表 の 結果 を得た 。 但 し麥芽 の α一ア ミ ラ ー
ぜ は 麥芽抽出液を60％酒精に て 精製1麦酵素液を pH ．

6．4 に て 70°

に 15分開加 熱 して 調製 した 。
バ ン ク レ ア チ 潔 は市販 の 製劑 を供 し 、 pH 　 6．5 に て それ

の酵素作用を測定した 。

第 31 表 ・Ca ＋ ＋ の 各種 α 一ア 1 ラーゼ に 對する保護作用

　　　　　 （處理液 に燐酸の 存在 する場合）

タ カ ヂ ア ス タ
ー

ゼ

　 　 　 　 　 L

無 添 加 　 ｛ 添

　　｝　 夢 　 芽 　 　 　 … ・ ア
t
“y

lr「瓣 漏 「
一

添 ・ 　藤 ・・司 添 　　 　 加

・明 〔・〕 臣 ・ i〔・〕 1・Hi 〔・〕 1 ・H 〔・〕 1・H 巨・〕 1
0580955566　　 1＞

　 　 7

　 12

　 55

］1285」

48534

，

44556 2675566326276004．9　 　　 　 3

5．3　　　 18

5．8　 　　 25

6．3　 　　 48

7．0　　　154

6838744

・

556

27330030021410793934556 〉

〉

ウ

〉

pH4

．85

．35

．96

．3

【〔・ジ

1窕
：2

　第 31表に 就 て 見る に 、 Ca ＋ ＋
は 3種 の 代表的 rz一ア こ ラ ー

ぜ に墾 し て何れ も顯著 なる 保護i作用 を

呈する。 而 して 上記 の 結果に 於 て pH 　5．5 附近 よ り Ca ＋ ＋
の 保護作用が 減少する場合 を 認め る が

それ は 處理液に燐酸鹽が存在する爲に Ca ＋ ＋
の 溶解度が減少す るか らで ある 。 今醋酸及び ア ン モ

　 　 　 ぼ

ニ ヤ に て pH を調飾 して 、 タ カ ヂ ア ス タ ーぜ に つ き同樣 の實驗を繰返す と第 32表 の 如 くで あ ろ 。

即 ち pH 　ZO − 7．5 を中心點 と して 著 し く安定度を高め うる 。 　（第 91副）。 　　　
『

　之 に 依 つ て C ；L
’i−＋ の 存在に 關係な く α 一ア t ラ ーゼ は （40

°

に 於て ）pH 　7，0〜7．5 に 於 て 最 も安定

なる を知 り得た （第 3 「ll｛：、第 2節）。

第 32 表　 Ca ＋ ÷
の 保護作用 （腿理 液に 燐酸の 存在せ ざる場

・
合）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘

鱸 ・ 蹣 L 　l£　劉 ：厂著　奮
一

ヨ
　 　 　 　 　 　 I　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　 l　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　l
，H 　 ・．5 　 5．1 　 5．， 1

−

9．6
’rv”
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π
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褊
．一一

1 互」
一一ゴ

添 加
〔・ 〕 　 68 　 142115 ・ ： 15・

115
・ 13・ 1　 ，，・

　（4 ） Ca ＋ ＋
の 存在する場命に は a 一ア ミ ラーぜ の 耐熱性を著 し く高め 得る 。 即 ち ターカ ヂ ア ス タ

ーゼ に ア ン モ ニヤ を加 へ て pH 　6・7 とな し 、

一一定澀度に 30分間加熱 し 、 冷却 後嶷澀 に約 2 時問放置

し て後酵素力 を檢 する に 第33表 の 如 くで あ る 。
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第 33表 　 Ca ＋ ＋
の α一ア ミ ラ ー ゼ の 耐熱性に 對する作用

加 熱 温 度 （
Oc

）

無 添 加 　 〔D 〕

添 　　加 　 〔D〕

對 照

LQ301

．030

55

3751

．OOO

60

16833

65 70

1

4＞

Z76

＞450

　IL　β一ア ミラーゼ及び マ ル ターゼに對ナる作用

　酵素液の 調製 ； 麹の それ等 は第 2 章第 2節第 1法 に よる 。 小麥の β一ア ミ ラ
ー

ゼ は 小i麥粉末 よ り

50％酒精に て 抽出 し 、 80％酒精濃度に於 て 沈澱せ しめ て調製した 。

　今比較 の 爲 に タ カ ヂ ア ス タ ー
ゼ を pH 　5．0　　　　　　　　　　　　　　　　　■

以 下 に 1時聞處理 せ し場合 を も確 めた 。 即 ち

タ カ デ ア ス タ ーぜ 液 5ccに マ ・ ・ ル ヴ ェ ン 氏 薛
調鰍 2cc款 は M ／1・ C ・Cl・ 1cc 勧 ・へ 髣
40つ

に 1時聞放置後 0．2m　Na2HPO4 に て

pH 　5．5 とな し、水 を和 して 全量を 10cc ま

な して 酵素作胴 を檢 した （第34表 、 第 10岡 ）。

次 に β一ア ミ ラ ー ゼ 及 び マ ル タ ーぜ 酵素液

15cbに 以上 の 調 節液 4cc及び水 叉は M ／10

CaCl21Cc を加 へ 400 に 2佛寺問放置後處理

液の 1 部 を以 て pH 價 を測定 し s 處理 液10cc

に O．2m 　Na2HPO4 を加 へ て pH 　5．0 とな

し全量 を 12cc に 充 した る 後、其 等に 就て 酵

100

80

60

40

2〔）

第 9 圖
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素作用を測定 した 。 但 し作用時開は マ ル タ ー
ゼ ： 2 時聞 、β一ア i ラ

ー
ぜ ； 1時閙 、 糖量 の 測定は

WIl ．LsTATTER 及び Scm 」DEL 法に ょる （第 35表 、 第 11鬪 、 第12岡）。

第 34 表 　Ca ＋
†の tl一ア i ラー ぜ の 安定度に對す る作用

無　 添 　 加
pH

〔D 〕

添 加
pH

〔D 〕

三 、

　
1＞
　 iFD

く∪

3

733

3．8176

3847 、4 ．7136 鰕

94

4．1273 4 ．5

姻

4．6429
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　　 第 35表 　 Ca ＋ ト の β一ア ミ ラ ーぜ 及び マ ル タ ーゼ の 安定度に對する作川

　　　　　　　米 　 　 麹 　 　 　 1　 小 獅 一ア ・ ラー
・
・
）

　　無 　添 　加 　1 添 　
嘲

加 　1 無 添 ・一 添 　 ・・

一！
H

．麺遜憲胆 ，霊孟趨鎧 ．竺 ｝一 塗一 墜
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ζ等の 結一；一よ り ・
c ・

＋ ＋ の 羅 繍 酪 手砌 ・一ア ミラ ーゼ に 對 して極 めて顯著 なる も ・　t？一ア …

ラ ー
ゼ 及 び マ ル タ ーぜ に對 して は 明確 で な L” o
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齟
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　　　　　　」

．齟 
第 2 節　 蛋 白質 9 澱粉及 び 之等の 分解産物の 保護作用

　1． a 一ア ミラーゼに對する作用

（1 ） タ
．ザ

ア ・ タ ーゼ液 ・ 2cc 跏 檢物谿 液 4cc を加 へ ・ ク 伊 ヴ ェ ・ 氏調鰍 翫 ・
・
を加

へ て pH 　7・5 となし 40°

に20時間放置後 、酵素作用 を檢 した 。 但 し CaCI2 の場合は ア ン モ ニ ヤ

に て pH 價を調節 した 。 　 　　 　　 　 　　
’

　　　　　　　　　　　　第 36表　 α一ア ミ ラー
ゼ に獨する保護物質

加 檢 物 質 名　　對

　 　 　 　 　
一
「
1一

照 舗 糖 慘芽 糖
ス

ソ

キ

リ

テ

  群 籍 ・ プ ・ ・ 卵　　白 CaCl ！

　濃 度 （％〕 − 5 5 5 5 1 1 α 1

　沃 度 ．反　應 　　　青　　　　青 紫 　　　青紫 　　　　赤　　　　赤橙　　　　赤　　　　赤 　　　　橙

　第36表に就 て 見る に 、之等 の 物質は何れ も α一ア ミ ラ ーぜ に 對 して 大約次 に 示 す如 き順序に 明確
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ilる保誹 用を呈す るを知 る ・ 購 C ・CI・〉諮 鬮 粉〉購 ペ プ … 馳 〉 麥蠣 〉蘓 糖．

A
・ 麥芽糖及 び 葡萄糖の 保護作用 を確む べ くマ ・砂 一ぜ を含 軸 ・．ア ミ ラーを蹴 て 同樣 の實驗

を繰返すに 第37表及 第13鬪 を得た o 但 し調節液 と して マ ク ィ ル ヴエ ン 氏調節液を用 ひ 、 之等 の 糖類

の 濃度は
15

％で ある。 燐酸鹽調節液を使用 しtcの は Ca ＋
・
＋ b影響を除外する爲で ある

．
。

　　　　　　　　第 37表　 α ・ア ミ ラ ーゼ に 對 する麥芽糖及 葡萄糖の 保護作用

對 照 麥 　　 芽　　糖 葡 　　 萄　　 糖

pH 1 〔D 〕 1 pH 1　 〔・〕 pH 〔D 〕

4．95

．96

．97

．9 ．．

8．5

蜘

脚

鵬

80

ω

佃

  ，

酵

素

力’

　 　 ま＞　　　　　　 4。7
　 　 1＞ 　 　 　 　 　 　 5．9

　 　 26　　　　　　　　 6．8

　 　 49 　　　　　　　　 7．7 ．

　 　 24　　　　　　　　 a2

第　　 13　　 圖
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丶
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！

1 、

、

　 5　　 　　 6

A 對 照
B 　葡萄 糖 添 加
c 　夢芽糖 添 加

7 8pH9

T　　1＞

　 　 　 24

　 　 工18

　 　 133

　 　 128

q
！

q／
q／

OnO

45688 32165e8552

　（2 ） 米麹 の 水道水に よる抽出液は之等の 保
’

謹物質を含有す る か ら當然それ を酒精に て 精製

せ し もの よ り安定なる 筈で ある が 、 第38表及び

第14鬪 の 結果 は明か に 之を證明する。

　但 し同實驗 に於て 、 ア ン モ ニ ヤ 叉 は醋酸に よ

つ て 酵素液の pH 價を調節 し 、 酵素液を 40°

に

20時間處理 した 。
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第 38表　α一ア ミ ？
一ゼ の 安定度に及 ぼ す酵素液の 精製慶 の 影響弋米麹）

瀦 敵 精麹 ・ もの 　 ｝ 精　製 せ 　 ざ 　 る　 も　 の

・fi
−

「 癬 酵勳 （％）「

20128F

ρ

6788

3158797356

pH 隣 酵勳 （刎 　 ・H 　隣 融 力（％）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　　　　 6　　　　 7　　　　 8　　　　 9　　　　 10

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pH

　 斯 くじて 精製 され た歌態に於 て は α一ア ミ ラー ゼ は極 め て 不安 定な酵素t一あ る が 、 不純の 默態換

言 すれば 自然的な環境 に 於 て は著 し く安定 で ある 。 而 して 澱椦は 糊精 よ りも保護作用大に し て 糊精

は それめ分解物 よ りもそ の作 用が大 なる こ とか ら考 へ て 、 ア ミ づ一ぜ は 澱撈を
AntWす る に拌ひ それ

の 安定度を漸 二須咸少 し て 行 く こ とが 考へ ら る 。

　 （3 ） 之等 の 物質は ・Ca ＋ ＋ と同様 に 、 その 程慶 を異に するが rx一ア 1 ラ ーぜ の 耐熟性 を幾分高あ

る こ とは 第39表の 示 す結．果に よつ て 諒解し得 る。 即 ちタ カ ヂ ア ス ターゼ に 加 檢物質 を （1）と同樣に

’
し て 加 へ

、 醋酸調節液を加へて pH 　6．5 とな し 、 60°

に 30分間加熟 し約 2 時閥蜜温 に放置後酵素作

用 を檢した 。

　　　　　　　　　　　　 第 39表　 fl．ア ミ ラーゼめ耐熱性 と保護物質

加 檢懶 ・ 睡 ・ 剰 靨 副 葡 驪 ［．競 剰 貧 うト プ 1・ ・ 陣 白

  〕　 1酬 9　　　　　 23 23 4QO　　　 　　 57　　 　　　　 5
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　II． β一7 ミラ 闘ゼ及び マ ル ターゼ に對 す る作用

糠 液 10cG　lぴ 列 ・げ エ ・ 氏 調倉腋 5cc を加 へ
・H 　

4
：
5 とな しカn檢物質液 10cc馴

へ た

る後 4  o
に 24 時閙放置し 、 其 れ等に 就て 酵素作用 を檢し た 。 狙 し β一ア ミ ラ ーゼ は 1時闇 ・

マ ル タ

ー ぜ は 2 時問作用せ しめた 。

　　　　　　　　 第 40表　 芦 ア E ラ ーぜ 及 び マ ル ターゼ に 對する保護物質

加　 檢　物　質　名 無 添 加 葡 舗 嬲 剰… ｝ ・） Y ベ プ ｝　ソ

　 瀘 度 （％） − 5 5 5 1

　β
一
ア ミ ラ ーセ

」
（N ／10Jac ）　　　　2．12　　　　　 2，33　　　　　 2．32　　　　　 3．02　　　　　 2．51

　マ 　ル 　タ　ー　セ
・
（NIIOJ ｛：（：）　　　　　　　O．79　　　　　　　　　0，75　　　　　　　　　0．94　　　　　　　　　1．03　　．　　　　　　OJヲ7

　第40表に 就て 見る に 之等の 酵素自體が α一ア ミ ラーぜ に 比 較 して 邁か に安定なる酵素で ある 爲に 、

之等 の 物質 は a 一ア ミ ラ ーぜ に 對 する が 如 く顯著な保護作用 を指摘 レ得難きも・ 多少 の 作用を認め

得 る 。 殊に 糊精は β一・ア t ラーゼ 及び マ ル タ ーゼ に對 し て 明確 な る保護作用 を呈 し 、 叉澱粉は恐 ら

く糊精 よりもそ の 作即大な る もの と考 へ らる 。 （以下次號）
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